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代表 横田治絵 

「福祉あれこれ列車」も「新たなる出発」からもう６

年目を迎えます。さらにその前の２４年間の活動を

加えると、ことしは記念すべき３０周年を迎えることに

なります。これも皆々様のおかげとただただ感謝い

たしている次第でございます。これまで同様、本年も

どうぞよろしくお願い申しあげます。 

さて、昨年は念願の「まほうの家」を開設し、そこで

迎えた新年は、また格別なものでした。それは、長

いこと求め続けてきた「居心地のよい居場所」を授

かったからでしょう。大晦日は腕によりをかけ、おせ

ちづくりに邁進。めったに褒めることのない昭和老

人に「おせちおいしかった、全部いただきましたよ」

と言われた時は、子供がお年玉をもらって浮き立つ

心と同じような気持ちになりました。昭和老人？  そう

俗に言う戦後っ子の私も今や昭和老人になりまし

た。今から３５年ほど前に、ある特別養護老人ホー

ムの施設長に言われました。「あなたは今お年寄り

が好きだと言うが、将来昭和老人の時代になっても

お年寄りが好きだと言えるかな？」と。当時私たちが

関わっていたお年寄りの大半は明治老人であり、他

は大正生まれのかたでした。大正１５年は昭和元

年。このころ生まれた人たちは現在９０歳前後です

から、昭和を一部始終見てきた人たちも減少してき

ているわけです。何せ昭和という時代は「戦争」「敗

戦」「復興」「高度成長」と、まさに激動の時代だった

と言えます。物の無い時をあえぐように生きてきた人

たちと、あぶく銭に酔いしれて生きてきた人たちとの

間には、あまりにも大きな隔たりがあります。年老い

てその人の映し出される姿は、その人の時代背景が

大きく影響していることは確かです。 

以前に何度も紹介したことがありますが、覚えてい

らっしゃるでしょうか？ インドから日本に来て昭和天

皇とはテニスをされていたＫ・Ｖナラインさんは人間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

として大切なことは何かを深く考えさせてください

ました。「人間は多少の犠牲を払っても他人のため

に生きる。他人が困っていたら手を貸してあげる。

やって欲しいことを尋ねる。よいことできないなら悪

いことするな。お金はある程度以上は無意味。人の

成功を褒め、決して焼きもち妬かない。むしろ自分

の努力が足りないと反省する」。―  この言葉はあ

らゆる生き物の中で最も崇高な人間の心のあり方

を示唆していると思います。介護をする人も、介護

を受ける人も、共に同じ思いを持つ人間でありた

い。そうであれば介護者を虐げたり、要介護者を虐

待したりという問題は生まれてこないはずです。 

まずは介護に携わる人間として、ことしもより心の成

長を目指してまいりたく願っております。その秘訣

は？ すべてのことに「ただ、感謝あるのみ」でござ

います。 



（２） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年３月に「まほうの家」がオープンし、その祝賀会

で「手をつなごう」ほか何曲かを歌わせていただいて

いる時に、ふと祖母とのつらくも楽しかった介護の

日々が思い出され、涙をこらえた瞬間がありました。

会場となった食堂の窓から、春の陽ざしを浴びた桃

色の梅の花がまるで私の歌に合わせて微笑んでいる

かのように咲いているのを見た瞬間、祖母の笑顔と重

なったのです。 

１１年前の平成１７年３月１７日彼岸の入りに９０歳で

他界した祖母の顔は、まるで気持ちよく寝入っている

かのように安らかで美しいものでした。その１週間後

の３月２５日が祖母の９１回目の誕生日で、もう一度退

院できたら大好きな故郷の温泉に連れて行ってあげ

ようと企画していただけに叶わず残念でしたが、それ

以外は心残りなど無いくらい、祖母も私も命を輝かせ

ることに夢中でしたから、その闘病生活・介護生活の

日々は最高だったと自負しております。 

最初に家で腹痛を訴えた時は４日間高熱が下がら

ず、これでは脳に影響してしまうかもしれない…と考

え、救急車を呼び病院に搬送したのですが、「危篤だ

から親戚の方々をお呼びしたほうがいい」との病院の

先生方の言葉に、大きな声で「帰ろうよ」と何度もうわ

ごとのように繰り返す祖母の声がとても「危篤」の人の

発言とは思えなかったので、そのまま様子を見ること

にしたのでした。それからが祖母と私が病気と病院を

相手にした闘いの始まりとなったわけです。１日もは

やく病院を出よう！と、ふたりして必死にがんばりまし

た。無駄な検査はすべて断り、私は病院に毎日寝泊

りしてヘルパーさんが完全にできないこと、例えば、

オムツにしないできちんとトイレで排泄させてあげるこ

と、ゆっくり食事させてあげること、常に清潔で温かい

タオルできれいに丁寧に体を拭いてあげることなどを

寝る間も惜しんで続け通しました。極めつけは看護 

 

 

 

 

 

 

 

 

士さんたちの目を盗んで祖母の食べたいものを買

って来てはこっそりと与え続けたこと。他の患者さん

たちは病院食しか食べませんから、どんどんやせ細

っていき、しまいには寝たきりになるというケースがほ

とんどで、これでは何のために病院にいるのかわかり

ません。身体のためによくないなんて言って、９０歳

にもなるお年寄りの楽しみを奪うことのほうがよっぽど

残酷です。ですからカップラーメンだろうが、お寿司

だろうが、揚げ物だろうが、濃い味だろうが、祖母の

食べたいものは何だって時間も構わず食べさせ続け

ました。その結果…、なんと！「奇跡の退院」にまでこ

ぎ着けることができたのです。その間の苦労はひと言

では言い表すことなどできませんが、その退院できた

時の喜びもまた、言葉にはできないほどの深い感動

に包まれたものでした。人生の中での大仕事を終え

たような達成感を味あわせてくれた祖母に、あの日私

のほうが感謝の気持ちでいっぱいだったことをきのう

のように思い出します。私にはもちろん、周りの人々

に感謝の思いを伝えることを忘れなかった人気者の

祖母がもしまだ生きていたら、私を日頃から応援して

くださっている横田さんに会わせ、得意の（笑）お礼

を全身全霊で言ってもらいたいところですが…。 

さて、そんな祖母と祖母の妹の家族を援助しなが

ら、常にやさしく、一方で権力に屈しない強さで人の

ために生きた父に育てられた私ですが、夢は、寄りの

ない孤独な人々や介護が必要な方々、捨てられたペ

ットたちと楽しく暮らせる我が家のようなホームと家族

をつくることであります。そのために歌の世界で仕事

を続けていると言っても過言ではありません。ヒットす

れば昔ほどではないかもしれませんが、他の仕事よ

りは大きな収入が望めます。特に「手をつなごう」は世

界的ヒットの要素があります。自分が生きて行くため

だけに働くのであれば、もっと堅い仕事を探すでしょ 
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う。でも、少しでも多くの困って

いる人たちに救いの手を差し

のべられるような存在になりた

いのです。祖母のように、父の

ように、横田さんのように。 

「まほうの家」は、それこそ

私が目指す「真の宝」が棲む

「魔法」の家なのです。この家

に携わる人は誰もが幸せで

若々しく、死ぬまで人間として

の尊厳を失わずにいられるこ

とを実感できる魔法の真宝を

手に入れられるという理想の

ケアハウスであり、昔から私が

つくりたいと願っていた「ミナ

キーハウス」のそれこそ「モデ

ルハウス」みたいなものでもあ 

り、密かに憧れている次第です。ネーミングとしては

「まほうの家」にしてやられた感があり、こうなったらヒ

ット曲が出たら「まほうの家」２号店（？）を任せていた

だこうかなどと楽しいことを考えている、ことしもお正

月からパワー全開のおめでたい私であります。横田さ

んやスタッフの方々とのご縁を大事に、これからも初

志貫徹、父や祖母の生き方に恥じないようなマイウェ

イを歩んで行きたいと誓うばかりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もうすぐ３月…祖母が私に遺して行ってくれたもの

は花の種だけ。そして、昨年「まほうの家」が私の代わ

りにその花の種を育ててくれ、美しい愛の花を咲かそ

うとしてくれています。この花に実がなるまで、私も横

田さんと共にがんばろう！…そう心から思いました。 

横田さんも愛してくれている「手をつなごう」という

名の平和の歌がいつか必ず実をつけ、世界中に幸

せをもたらす日が来ることを信じて…。 

■水木翔子さんプロフィール 

作詞・作曲家 歌手 ヴォーカルトレーナー 東京都武蔵野市生まれ 八千代市在住 

日本音楽著作権協会正会員 日本作曲家協会会員 ミナキ・ヴォーカル教室主催 

伊藤楽器歌謡学院他、全国歌唱指導講師 

中学時代より作詞・作曲を始め、ギター・シンセサイザー等の演奏も行う。声楽を岩井哲

郎氏に師事し、作詞家丹古晴己氏の推薦により、クラウンレコード（現日本クラウン）から

作詞作曲家としてデビュー。東芝ＥＭＩ、ビクターエンターテイメント等数多くのレコード会

社から楽曲を発表し、森昌子・中条きよし他、多くの歌手に作品を提供している。 

■本人歌唱作品（代表作） 

１９７９年１２月 「まだよ」徳間音工（現徳間ジャパン） 

２００１年５月 「マイウェイが歌えたら」東芝ＥＭＩ 

２００８年１２月 「手をつなごう」日本クラウン （前号に歌詞が掲載されています） 

２０１１年５月 「三面鏡」徳間ジャパン 

２０１２年５月 「ＹＥＳ,愛 ｄｏ」徳間ジャパン 

お問合わせ先 ミュージックピアニー（稲垣様） ；０４７（３９３）８５０４ 

みなきしょうこ 



（４） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年末年始の暖かさが記憶に新しい中に

訪れた今季初の本格的寒波で東京都心

や関東西部・北部で大雪となった１月１８

日、公明党千葉県本部主催の新春の集い

が千葉市美浜区のホテルにて開催されま

した。千葉市は幸いにも雪にはならず雨だ

ったものの、足元がぬかるむ中、過去最高

の方々がお越しになられたそうです。実行

委員長で参議院議員・平木大作氏の挨

拶、党代表・山口那津男氏の挨拶、来賓と

して各市町村長・地元選出の自民党国会

議員・自民党千葉県議会議員の皆さんが

それぞれ全員登壇、千葉日報社代表取締

役社長の萩原博氏の乾杯の音頭で歓談

へといざなわれ、華やかな集いの幕が開

かれました。 

さて、来賓の中にはカラオケでおなじみ

「第一興商」様、そのカラオケの生みの親・

中原様（下写真・右から４人目）もお見えに

なっておられ、カラオケ大好き・横田理事

長との会話に花が咲いていました。 
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私どもが八千代市島田台にて「まほうの家」を開設し

てはじめて迎えるクリスマス、今回も例年どおり、ご利

用者様のご家族の皆様や近隣の皆様・会員の皆様な

どをお招きして昨年１２月２３日に盛大に行いました。

テーブルにはチキンやちらし寿司・ケーキなどのごち

そうで溢れんばかり。血糖値が気になるご入居者様も

我慢できずにほお張り過ぎていたほどのそれらおいし

い料理の数々をいただき、聖なるクリスマスをお祝いし

ました。料理をいただいたあとは、ご入居者・Ｉさんの息

子様が組まれるバンド「シュガーズ」による生演奏、そ

して「まほうの家」のお隣・豊田さんらによる華麗な舞い

を今回も披露してくださり、会場の皆様はうっとりと見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入られていました。続いて、今回も株式会社シモ

カワ・駒井健一専務の粋な計らいでご提供いただき

ました「ぬいぐるみ」などの景品を賭けたビンゴ大会

で大盛り上がり！ テンション最高潮なままカラオケ

大会へと突入。おなじみの曲「南国土佐を後にして」

「旅姿三人男」「白い海峡」「手をつなごう」「Ｔｏｍｏｒｒ

ｏｗ」などを熱唱、楽しいひと時を過ごされました。正

面に掲げられたプログラム表の最後に記された言葉

…「よいお年をお迎えください 来る年は申年です 

ことしにま申（勝る）すばらしい年になりますように」、

このとおりに皆様にとってことしがすばらしい１年で

ありますように！          次ページにつづきます 
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１２月２５日には関係者各位の手形で作ったクリスマスツリーと記念撮影、パー

ティー当日は集合写真を撮ることすら忘れるほどの大忙し！ ご参加いただい

た皆様、年末のお忙しい中お足を運んでいただき誠にありがとうございました。 

        

 

 

 



（８） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
ご
利
用
者
様
、
ご
家
族
様
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
様
、

地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
職
員
一
同
新
た
な
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

介
護
業
界
を
取
り
巻
く
情
勢
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
「ご
利
用
者
様
第
一
主
義
」

の
も
と
、
ご
利
用
者
様
に
生
き
が
い
と
安
心
を
提
供
し
、
地
域
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
施
設
を
目
指
し
、
社
員
一
同

邁
進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。 

〠
２
７
４-

０
０
６
１ 

千
葉
県
船
橋
市
古
和
釜
町
５
１
６ 

 

☎
０
４
７
（４
９
０
）６
１
５
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
弊
社
は
こ
と
し
創
業
７
周
年
を
迎
え
ま
す
。
住
宅
に
求
め
ら
れ
る
要
素
は
さ
ら
に
多
様

化
し
て
い
く
中
で
、
お
客
様
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
信
頼
関
係
を
築
き
、
お
客
様
か
ら
「
心
か

ら
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。「
住
ま
い
造
り
は
人
づ
く
り
」
と
仕
事
を

通
じ
て
の
人
間
形
成
へ
と
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
溶
け
込
み
、「
小
さ
い
け
れ

ど
も
地
元
で
比
重
の
重
い
会
社
」
と
し
て
努
力
を
重
ね
、
建
物
造
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

〠
２
７
６-

０
０
０
７ 

千
葉
県
八
千
代
市
桑
橋
（そ
う
の
は
し
）４
０
１
の
１ 

 

☎
０
４
７
（４
０
５
）９
８
９
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昨
年
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
と
し
も
楽
し
く
充
実
し
た
デ
イ
ラ
イ
フ
を
ご
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

〠
２
７
４-
０
０
６
３ 

千
葉
県
船
橋
市
習
志
野
台
８
の
１
４
の
１
４ 

 

☎
０
４
７
（７
６
７
）４
４
７
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株式会社あゆみ 
代表取締役 横田治絵 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
事
で
す
が
昨
年 

月 

日
、
か
わ
い
い
９
人
目
の
孫
が
誕
生
、
お
披
露

目
い
た
し
ま
す
。
「琴
子
」と
命
名
、
暮
れ
か
ら
正
月
に
か
け
て
毎
日
子
供
た
ち
と
孫
や
孫
の
友
達
が
我
が
家
を
占

領
し
大
変
で
し
た
。
こ
と
し
も
皆
様
に
と
っ
て
幸
せ
で
健
や
か
な
実
り
あ
る
１
年
を
と
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。 

〠
２
７
６-

０
０
３
１ 

千
葉
県
八
千
代
市
八
千
代
台
北
１
５
の
１
５
の
１
０ 
☎
０
４
７
（４
８
７
）３
２
７
７ 

  

昨
年
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
、
お
か
げ
さ
ま
で 

年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
弊
店
は
ご
家
庭
への
配
達
や
事
業
者
様
への
納
品
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
、
よ
り

お
役
立
て
で
き
ま
す
よ
う
、
今
後
も
が
ん
ば
っ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
引
き
立
て
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

〠
２
７
６-

０
０
３
７ 

千
葉
県
八
千
代
市
高
津
東
３
の
８
の
１
９ 

☎
０
４
７
（４
８
５
）１
４
２
４ 

  

３６ 

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

〠
２
７
６-

０
０
２
８ 

千
葉
県
八
千
代
市
村
上
南
１
の
２
の
３
「Ｍ
Ｏ
村
上
駅
前
ビ
ル
」 

☎
０
４
７
（４
８
７
）４
１
６
６ 

 

１２ 

３０ 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
こ
と
し
も
無

事
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
企
業
と
し
て
、
従
業
員
一
同
ま
ず
は
「
ご
利
用
者
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
」
と
い
う
こ
と
を

地
道
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
お
引
き
立
て
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

〠
２
８
５-

０
８
４
３ 

千
葉
県
佐
倉
市
中
志
津
１
の
２
８
の
８ 

☎
０
４
３
（３
１
２
）０
６
３
７ 

  



（１０） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 

 

 

 

 

国道２９６号沿いの習志野自衛隊演習場向かいのトヨタカローラ中古車センター裏手に「ホームケアセ

ンター習志野台」があります。定員１０名の小規模デイサービスです。施設の特徴は― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 手作り、美味しい温かい家庭料理 

② 公園・野外施設など季節を楽しむお出かけ 

③ ユニークな機能訓練体操で自立支援 

④ 「つながる介護」での認知症支援 ―です。 

小規模ならではのきめ細かいケアでご利用者様を

明るいスタッフがお世話いたします。 

内臓疾患のかたや独り暮しの利用者様が美味しい手作り料理で

お元気になりました。 

また、恒例となった外食イベントもご家族が忙しい

利用者様にとても好評です。 

 

 

 

ホームケアセンター習志野台 千葉県船橋市習志野台８－１４－１４ 

－１４－１４ ；０４７（７６７）４４７２ ＦＡＸ；０４７（４６６）５５３５ 

 代表 菱屋広一郎（ひしやこういちろう） 

 



第２９号 平成２８年（２０１６年）２月１日 （１１） 

 

 

 

  
■「たすけあい活動」は会員制です 

▲サービスをご利用されるかた 【入会金】１０,０００円 【年会費】３,０００円 １時間１,５００円 交通費実費負担 

  
▲サービスを提供されるかた 【年会費】１,０００円 １時間８００円～１,０００円 交通費実費負担 

▲活動をご支援くださるかた 【賛助会員】一口３,０００円 何口でも 

お振込み先は 千葉銀行（０１３４）八千代緑が丘支店（０４８） 普通 ３４６０６０７  

特定非営利活動法人 たすけあい一歩 理事 横田治絵  

この他にもいろいろな活動会員がおります。 詳細は０４７（４８５）７０５０ または   ０８０（１２１３）６７６１ 横田までお気軽にお電話ください 

   

 

 

前号で“認知症予防や治療に「懐メロを使った音楽療法」が有効である”という記事をご紹介しました。

どの程度の曲を口ずさめましたでしょうか？ 物足りなかったかたのために、引き続きＴＢＳ「ザ・ベストテン」

１２年間総合ランキング、今号は上位３０曲未満もご紹介、懐メロで脳トレーニングしてみてください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前述のとおり上位３０曲は前号に掲載しております。ご覧になりたいかた

は「まほうの家」玄関脇の専用ラックに全バックナンバーを用意してございますので、

ぜひご入手ください。同番組が始まった昭和５３年は３８年も前のこと、新幹線ホーム

や空港・警察署などから中継して歌うなんて、当時の歌番組はすごかった！（吉澤健） 



（１２） 手作りの福祉 広がれ福祉の心 
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■交通のごあんない 東葉高速鉄道・八千代緑が丘駅より 
千葉レインボーバス、船尾車庫行き 島田台停留所下車 
徒歩およそ５分 京成線・勝田台駅、東葉高速鉄道・ 
東葉勝田台駅より 車でおよそ１５分   


